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Research Abstract

本年度の⽬的は、実験対象となる休耕⽥で、まず炭素、窒素のマスバランスを把握できるようにし、来年度からの年間を通しての植⽣変化、⽣物相の変化、物質収
⽀の検討のための準備を整えることにある。⽯川県⾦沢市⾠⺒町に休耕⽥を借⽤し、その⼀部を畔で囲って実験⽤湿地とした。実験⽤地の⾯積は112m^2である。
この⼈⼯湿地に、⽤⽔路から⽔を導⼊し、⽔の⼊出流量、各種成分の濃度が測定できる様にした。また、⾬⽔採取器、⼟壌溶液採取器(⼤起理化DIK-3900)を設置
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し、降⽔から供給される物質量、地下へ浸透する物質量を測定できるようにした。物質の流⼊流出量については、流⼊流出⽔量×濃度より、降⽔による供給量は降
⽔量×濃度より、地下浸透量に関しては、浸透⽔量に⼟壌溶液採取器から得られた溶液の平均濃度を掛けて求めた。流⼊流出⽔量はサンプリング毎に容器に単位時
間に流れ込む⽔量を測定することにより求めた。浸透⽔量は減⽔深より求めた。この⼈⼯湿地で、1993年11⽉から12⽉にかけての有機炭素、窒素、硫⻩の物質収
⽀を求めた。窒素に関しては、流⼊量の約4割が流出し、残り約6割が湿地内にデポジットされるか⼤気中に逃げていることが分かった。降⽔による流⼊量、地下へ
の浸透量ともに無視できる程度だった。有機炭素については、窒素より約1オーダー⾼い流⼊量が得られた。流⼊した有機炭素の約6割が流出、約2割4分が地下へ
浸透した。硫酸態硫⻩に関しては、流⼊量の4割が流出し、6%が浸透し残り約50%が⼟壌中にデポジットあるいは⼤気に揮散している。これら3物質については、
⼤気への揮散量、植物への吸収量を除いて物質収⽀を得ることができ、本年度の⽬的はほぼ達成されたと考える。来年度以降は、この⼈⼯湿地における⽣物相、植
⽣の変化を追跡しながら、それと物質収⽀、炭素窒素動態との関係を検討し、休耕⽥転換⼈⼯湿地の評価を進める。
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